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論 文
内
容 要
旨
 目白勺讐Lee(1950),Blaok〔雪951),及びFairbank(195て)は,言舌者
 が発音の空気伝導を何分の一秒か遅れて知覚するようにすると,話者は母音を過度にまだるぐ
 いった蛎単語を繰り返したり,音節を吃つ売り,そ一の他言語上の欠陥をあらわすことを見出
 し,またこの理由として被験者が自分の発声と不自然な時間関係で自分自身の言葉をき(こと
 に士って知覚上の習慣と言葉についての,self-moui七〇riロεが妨害されるためである
 と述べている。これらの研究者は主として,遅延した聴覚刺激が言語の質的な変化に及ぼす影
 響の観察に主要点をおいている。本研究においては,遅延した聴覚刺激が言語の速さに及ぼす
 影響を調べた。'室内反響などによって,言語活動が妨害される体験から,妨害の程度は聴覚刺
 激の遅延する時間間隔によって著しい差があるように、思われ,発声とその声の知覚までの時間
 間隔を変化させ・その際の言語の速さを測定し・その効果を比較した。万法:被験者が遅延
 された自己の声を聴きながら発声ができるように,且つ録音するため1て7一部分改造されたテ
 ープレコー:ダ80nyTc-557を使用した。すなわち録音ヘッドを新らたに一箇つけ・それ
 が再生ヘッドに直角につけられた軸上を移動出来るようにし,録音ヘッドと再生ヘッドとの距
 離を変えることにより発声とそ'の知覚までの時間間隔の調節ができ,又テープ速度は規格以上
 に増加し・さらに増巾器を接続させ・再生される数量を変えられるようにした。被験者は両耳
 に密着した頭かけ式ヘッドホンを通し師ヨの音声を聴くことができプ㌔被験者には特に発声言
 語に障害がなぐ}又言語に特別な訓練を受けてい、よい男女大学生49名をえらんだ。被験者に
 は発声から知覚までの遅延される時間間隔がO秒,¥5秒,¥2秒,%秒・殆秒・考秒・2秒
 の7箇の条件が与えられる発声する課題とし.て100から1まで,数の連唱をできるだけ速
 ぐ,誤りのないように発声することが要求された。100から1までの救の逆唱は比較的慣れ
 ない材料であり言い誤りなどについて比較的に数量化し易い理由による。更に数の逆唱の他に
 言語速度に及ぼす言語態度の変化を観察するために「外郎売」の台詞の配読を行わせた。・也に
 発声した音声を増巾器を通して強弱の音量に変えて与えた。被験者の言語はナープに録音され
 ろので,誤りは実験鞍下後検討して記録した。被験者の疲労等には充分留意し適宜休憩を与え
 た。実三鞭は完全な防音室ではないが外部の音を統制できる室であった。結果:実験の始めに
 言語速度の個人差及ひ反復によって生ずる効果を調べを。被験者に再生ヘッドを通し,ヘッド
 ホンからきこえる自己の音声に慣れさせたf麦,発声と聴覚刺激の時間間隔を0秒にして,日常
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 習慣と同じ言語条件で反復し数の逆唱を行わせると,第1回目が一番遅く・ほぼ4回で練習高'
 原に到達する。これは逆唱になれていないために起る効果と考えられる。次に遅延条件を比較
 的長い2秒と比較的短い殆秒にして0秒条件の場合と比較した。被験者は0秒遅延条件での数
 の逆唱を4回測量した後であるから%秒条件は5回目であるに拘らず,4回目が46秒に対し
 5ア秒で妨害効果があ蛎6回目の2秒条件との間にも差があることが判った。次に聴覚刺激
 であるヘッドホンの音量を強又は弱に変えた場合や,言語内容を変えた場合も検討した。音量
 が強とは受話器からきこえる音声の強'さが被験者にとって適当であると思う音量よウ強い場合
 でややうるさく感じる程度であ妨弱とは逆にややききとり難い程度をいう。結果は少くとも
 同一の遅延条件では聴覚刺激の強度の差によっては書語速度に大きな差がなく,言語内容を変
 えた「外朗売」の台詞の朗読では・0秒と2秒遅延条件では言語速度にほとんど差がないこと,
 0秒条件と%秒条件とでは0秒条件の方が言語速度が早いことが観察できた。しかして遅延さ
 れて与えられる聴覚刺激は言語材料,言語の方法,及び態度に関係なく言語速慶を微少させる
 ことが考えられる。観察しているとヘッドホンの音量が大きいと適当な音量になるように自己
 の音声を小さぐしたり,日常の習慣から更に大きな声を出す者等言語の発声態度に相当の個人
 差があることも認められた。次に逆唱の場合に練習効果が測定の際になお存在すること・又遅
 延された聴覚条件での言語活動がO秒遅延の場合と異質の活動であるとすると,遅延した聴覚'
 刺激の条件での測定になか反復練習による効果が存在することになり第一順位に測定されたも
 のの測定時間が大きい値を示すことになるので,この練習効果を相殺するために,測定順位を
 変え・%秒・%秒・弩秒の遅延条件で測定順序の組合せを6群に分け測定レ検定を行うと%秒・
 %秒・塚秒条件の順で言語速度への抑制が少なくなることが推定された。次に%秒より短い}イ2
 秒,昇5秒遅延させ測定し。秒遅延条件と巳秒を耗。ぎして比較すると琶ノ5秒条件は旬1.1,
 弩2秒条件は{14.5となり,この結果によれば弩5秒遅延した場合の言語速度の減少はき
 わめて少いといえる。発声運動における聴覚刺激の強度を変え,言語の内容を変えても,又発
 声する態度を,方法を変えても聴覚刺激の言語の速さに及ぼす影響に変化は表く}%5秒・耳2
 秒7%秒・%秒,%秒・2秒の各条件で遅延して聴覚刺激があたえられた場合の6条件では,
 %秒条件が最も速度に対する妨害効果があることが推疑できた。聴覚刺激を遅延して与えられ
 た場合,被験者は過度に声が大きくなった餌同じ言葉を繰ウ返した蛎いうべき言葉を脱落
 したりする現象がみらわた。内省的には%秒前後遅延された場合最もいい難く}2秒ン警5秒
 遅延の場合は比較的容易であることが報告された。結論:以上の如き実験万法に依って言語
 速度に影響を一与える聴覚刺激の遅延ゴ袋件は牙,秒と2秒との範囲であって・%秒が著しいこ
 とを認めた。
 一165一
 審査結果の要旨
 聴覚障害が発音や言語の習得に重大左影響をもつことは当然であるが,言語の学習を終えた入が
 聴覚障害の結果言語障害をおこすことについての研究は不足しているように思う。
 これはいわゆるfeeα一backの欠陥による言語障害であることは明らかであ9,その機構を更
 によく研究することは言語の生理学的研究としては興味深い領域である。
 著者は,話者が発音の空気伝導を何分の一秒か遅れて知覚するようにするとフ話者が母音を過度
 にまだるく発音したり,単語をくり返した外音節を吃ったり,その他の言語障害をあらわすとい
 う事実を更に詳細に研究'ナることを目的として本実験を企てた。
 著者はSonyの録音装置を改良し,録音ヘッドと再生ヘッドとの距離を変えることによ匂発声
 駒知覚史での時間を変えられろように工夫し,被保険者について実験を行なった。発声から知覚ま
 での、堅延時間は1/哩5,て/て271/6,1/5,2/532秒等1てし,哩00から1まで,
 数の逆唱をできる限り速く誤りのないように発声させた。障害の指標としては7発音速度,発音の
 強度の変化,同じ言葉のくウ返し,脱落等の有無が用いられた。
 実験成績の主なものをあげると,1)fGedba¢kの強さ自体を変えても殆ど影響はない0
 2)†/6秒の遅延が最も影響が強く,上記の障害が著明にあらわれた。これに反し,1/15秒,
 2秒等の遅延は影響は最も少表かつた。
 以上の論文を審査して学位に値すると判定した。
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